
～地域が元気になる　まちなか「健康福祉の実現」～～地域が元気になる　まちなか「健康福祉の実現」～

（仮称）保健センター等複合施設（仮称）保健センター等複合施設
　　　　　　の実施設計が完成しました　　　　　　の実施設計が完成しました

外観イメージ外観イメージ
　

町
で
は
、
健
康
と
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
町
民
セ
ン
タ
ー
の

３
館
を
複
合
化
す
る
「（
仮
称
）
保
健
セ
ン
タ
ー
等
複
合

施
設
」
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
こ
の
施
設
の
機
能
な
ど
概
要
を
ま
と
め

た
基
本
設
計
（
令
和
５
年
11
月
広
報
に
掲
載
）
を
基
に
、

実
施
設
計
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
後
は
令
和
７
年
中
の
開
館
を
目
指
し
て
施
工
業
者

の
選
定
や
建
設
工
事
、
駐
車
場
整
備
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、工
事
着
工
後
は
建
設
場
所
と
な
る
現
在
の
「
役

場
東
駐
車
場
」
が
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
左

図
の
「
現
公
用
車
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
の
福
祉
町
民
セ
ン
タ
ー
解
体
後
は
、
同

施
設
跡
地
を
役
場
駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
予
定
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
設
計
の
詳
細
な

情
報
に
つ
い
て
は
上
里

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
の
で
、
左
の

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

取
っ
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

上里町役場

現福祉町民センター解体後、
駐車場整備予定

役場東駐車場
※工事着工後使用不可

現公用車駐車場

　

問
合
せ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
等
複
合
施
設
建
設
推
進
室

　
　
　
　
　
【
☎
71-

４
２
４
５
】

▲町HP

全 体 配 置 図

複合施設
東側駐車場

複合施設
西側駐車場

上里
町役
場

複合施設の概要
建設場所 上里町大字七本木5520ほか
建物敷地
面積 3,186.02㎡

延床面積
1,692.80㎡

１階：1,025.97㎡
２階：　666.83㎡

構造・階数 鉄骨造・２階建
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令和６年度子育て支援特集令和６年度子育て支援特集

①保育料完全無償化！

・町独自の取り組みとして、子育て世代の経済

的負担の軽減と、子どもを産み育てやすい環

境の充実を図るため、子どもの年齢、人数、保

護者の所得に関わらず、すべての子どもの保

育料の無償化を始めました。

・町内にお住まいで、未就学のお子さんが保

育施設（保育所、認定こども園）に在園して

いる方が対象となります。

◀詳しくはこちら！

②若者の未来応援給付金

・中学校卒業と高校卒業にあたる年に、それぞ

れ１万円を支給します。 

・未来を担う若者の節目の時期に給付金を支

給することで、今後の活躍の一助となるよう

支援するとともに、次のステージへ進む際に

かかる経費の補助も目的としています。

※詳細は随時お伝えします。※詳細は随時お伝えします。

問合せ
子育て共生課【☎35－1236】

③こども家庭センター

・母子保健と児童福祉の専門的な知識を持つ

職員が、妊娠期から子育て期にわたってすべ

ての家族に寄り添いながら支援を行います。

お子さんやお子さんのご家庭に関することに

ついて何でも結構ですので、お気軽にご相談

ください。

今年度からスタートしたおすすめ子育て支援メニューをご紹介します。

▲こども家庭センター
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～行政と住民のパイプ役～

令和６年度の区長・交通指導員・消防団が決まりましたので紹介します（敬称略）

区長

上里町と地域の上里町と地域の安全安全とと発展発展にに
ご尽力いただく方々をご紹介します！ご尽力いただく方々をご紹介します！

　令和６年度の区長が各行政区からの推薦により決まりました。区長の皆さまには、行政と住民とのパイプ
役として、住みよいまちづくりのため、地域コミュニティ活動を推進していただきます。

行政区 氏名 行政区 氏名 行政区 氏名

1 黛
八木　良一

14
長  浜  町

山下　正博

20 三 　 　 軒

宮林　和彦
磯野　　淳 野﨑　正巳 納谷　克俊

2
金     下

中村　孝布 阿  保  町 武藤　政長 飯島　　茂
浦野美喜雄 横 　 　 町 橋本　善夫 和田山玉彦

金  下  東 土屋　正典

15

立 　 　 野
藤原　　功

21
久 保 新 田

髙橋　広行
金     上 高桑日出夫 西村　晋治 河野　光彦

3
西 　 　 金 板垣　幸一

立  野  南
大場　芳枝 四 ツ 谷 橋爪　和友

内 　 　 出 岩田　常治 塚田　豊吉
22
西 原 町 西

黒﨑　龍男

4
勝     一 横堀　孝広 久 　 　 城 中島　　勇 飯塚　良明
勝     二 瀬下　友司

16

本  郷  一
金井　良一 西 原 町 東 菊地　一嘉

5
原     二 入澤　幸一 須永　英一

23 一  丁  目
武藤　三雄

原 　 　 一 関根　　進
本  郷  二

島田　講治 千島　宏一

6
真 　 　 下 矢沼　俊男 黒田　三重 黒岩　秀之
天 　 　 神 荒井　　務 本  郷  三 茂木　正治

24 二  丁  目
根岸　章夫

7 堀     込
相原　幸雄

17 京     塚

木村　政雄 江口　和彦
藤尾　　茂 島先　隆司

25 三  丁  目
稲村　義一

8
屋 　 　 敷 塚越　松吉 菅野　信行 金井　和則

宿 杉山　　進 竹内　　章
26 四  丁  目

高野　昌巳

9
中・ 南 五 明 金井　明人

18 古  新  田

斉藤　正光 桺　　武男
東宮十八軒四軒家 飯塚　　昭 森田　裕昌

27 五  丁  目
阿部　祐司

10

久 　 　 保 萩原　忠之 内山　幸雄 岩田　直人
下 　 　 郷 島村　和広 齊木　清一 松村　敏之
上 　 　 郷 久保　信之 國嶋　政夫

28 宮  本  町
竹内　広幸

宮 鈴木　和男

19 三 　 　 田

庄　　昌宏 君島　弘行

11
東  大  南 谷矢　和成 小林　寛昭 村上　　宏
東  大  北 二階堂　茂 清水　　正

29 東 　   町
田中　敏雄

西 大 御 堂 坂本　　均 鈴木　真理 濱﨑　康男

12
並 木・ 沖 松本　　功 田中　　彩

30 八 町 河 原
岡本　　満

寺 西・ 新 堀 解良　和夫 飯塚　　昇 関口　越夫

13
岡・ 東 堤 田代　惣一

31 忍 　 　 保
敷地　秀雄

田中・石倉・丹蔵 戸矢　理寿 竹内　英明
堀  之  内 植井　　司
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交通指導員～町の安全を守る～消防団～町を火災・災害から守る～
　４月１日付けで、町の交通指導員として金杉記
明氏、川浦利幸氏、木村達夫氏が再任されました。
　本年度も９名の交通指導員には児童・生徒の保護
誘導活動、街頭指導等にご協力いただきます。

　前第二分団長	金井哲也氏と前第四分団長	福田
隆幸氏が退団され、４月１日付けで、後任に坂本
和義氏と福田保夫氏が任命されました。

交通指導員
石井　治幸 金杉　記明 金杉　正美

川浦　利幸 木村　達夫 甲野　覚

田村　四男 並木　康尋 藤井　長平

消防団本部役員
団　　　長 髙橋　光晴
副　団　長 松本　宏一
第一分団長 荒井　政昭
第二分団長 坂本　和義
第三分団長 関本　義孝
第四分団長 福田　保夫

◀
交
通
指
導
員
が
実
施
す
る
立り

っ

哨し
ょ
う
指
導
の
様
子

▶
特
別
点
検
の
様
子

◀
神
川
町
消
防
団
と
合

同
で
「
積
み
土
の
う
」

を
実
施
し
て
い
る
様
子

　
交
通
指
導
員
は
、「
立り
っ

哨し
ょ
う

指
導
」
と
し
て
交
通
量

の
多
い
交
差
点
な
ど
に
立
っ
て
、
子
ど
も
達
が
安
全

に
登
校
で
き
る
よ
う
に
交
通
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
は
水
防
団
も

兼
ね
て
お
り
、
水
害
等

に
備
え
て
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
や
積
み
土
の
う
等
の

訓
練
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
点
検
は
消
防

設
備
等
の
整
備
に
万

全
を
期
し
、
火
災
等

の
災
害
に
備
え
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
史
料
や
地
形
・
史
跡
・
伝
承
か

ら
、
本
合
戦
を
読
み
解
い
て
み
る

と
、
勝
利
し
た
北
条
氏
に
よ
り
交

通
路
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
一
方

で
、
戦
火
に
さ
ら
さ
れ
た
城
館
や

寺
は
、
神
流
川
流
域
東
側
の
町
内

に
多
数
点
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

小
字
名
「
勝
場
」
は
北
条
氏
が
勝

ち
ど
き
を
あ
げ
た
場
所
と
言
わ
れ

て
お
り
、
伝
承
地
や
地
名
は
各
地

に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

合
戦
に
ま
つ
わ
る
地
形
・
史

跡
・
伝
承
を
感
じ
ら
れ
る
景
観
も

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
図
を

片
手
に
古
戦
場
な
ど
の
散
策
を
し

て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
先
月
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
魅
力
を
広
く
発
信
で
き
る
よ
う
、

町
観
光
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

将
来
、
歴
史
資
源
を
巡
る
観
光
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
の
誕
生
を
夢
見
て
い

る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

町
長
コ
ラ
ム
山
下
　
博
一

68

歴
史
と
観
光
の
ま
ち
を
目
指
し
て

〜
町
観
光
協
会
設
立
を
契
機
に
〜

　
皆
さ
ん
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

埼
玉
県
公
式
観
光
サ
イ
ト
「
ち
ょ

こ
た
び
埼
玉
」
に
、
当
町
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、「
神
流
川
古

戦
場
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

関
東
最
大
の
野
戦「
神
流
川
合
戦
」

跡
地
を
中
心
に
、
こ
の
は
な
パ
ー

ク
、
上
里
菅
原
神
社
な
ど
が
周
辺

の
見
ど
こ
ろ
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
歴
史
上
の
人
物
「
織

田
信
長
」
と
ゆ
か
り
の
深
い
、
こ

の
「
神
流
川
合
戦
」
に
着
目
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
開
戦
の
き
っ
か

け
は
、
天
正
10
年
（
１
５
８
２

年
）
６
月
２
日
の
本
能
寺
の
変
が

大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

同
年
６
月
18
日
か
ら
19
日
を
中
心

に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
こ
の
戦
い
は
、

戦
国
時
代
に
お
け
る
関
東
最
大
の

野
戦
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
史
料
に
よ
る
と
、
織
田
信
長
の

家
臣
と
し
て
上
州
と
信
州
の
一
部

を
治
め
て
い
た
滝
川
一
益
と
、
相

模
国
を
中
心
に
関
東
南
部
を
所
領

と
し
て
い
た
北
条
氏
邦
・
北
条
氏

直
が
争
い
ま
し
た
。
長
年
の
夢
で

あ
っ
た
関
東
の
地
の
覇
者
（
は

し
ゃ
）
を
目
指
す
小
田
原
の
北
条

氏
と
、
そ
の
野
望
を
食
い
止
め
よ

う
と
す
る
群
馬
の
滝
川
氏
に
よ
り
、

上
武
（
群
馬
県
・
埼
玉
県
）
の
境

で
あ
る
神
流
川
流
域
か
ら
烏
川
で

繰
り
広
げ
ら
れ
た
合
戦
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

▲かつて戦いの舞台となった神流川
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